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葛目白

まちのうごき
（平成4年5月末）

前月比

世帯数　1，204　（一1）
人　口　4，575人（－9）

男　　2，205人（－5）
女　　2，370人（－4）
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7月は愛の血液

助け合い運動月間

献
血
率
は
県
下
で
約
七
％

七
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

月
間
で
す
。

こ
の
時
期
は
一
年
間
の
な
か
で
も

っ
と
も
、
血
液
が
不
足
す
る
時
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
助
け
合

う
と
い
う
真
心
の
献
血
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。

平
成
二
年
度
に
お
い
て
、
鳥
取
県

で
は
四
五
、
二
七
六
人
の
方
が
献
血

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
の
七
・
四
％

に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
愛
の
血
液
助

け
合
い
運
動
月
間
に
ち
な
み
、
献
血

を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
、
血
液

の
働
き
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

唐
金
愈

血
⑳
庖
⑯
庖

私
た
ち
が
献
血
車
で
採
血
さ
れ
た

血
液
は
ま
ず
、
血
液
セ
ン
タ
ー
に
運

ば
れ
、
そ
こ
で
安
全
な
輸
血
が
行
わ

れ
る
よ
う
血
液
型
等
を
は
じ
め
と
す

る
厳
し
い
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
検
査
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

O
A
B
O
式
血
液
型
検
査

血
液
型
を
判
定
す
る
検
査

○
梅
毒
血
清
学
的
検
査

梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
と
呼
ば
れ
る

微
生
物
に
感
染
し
た
人
に
で
き
る
抗

体
の
有
無
を
調
べ
る
検
査

O
H
I
V
抗
体
検
査

エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
か

ら
感
染
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
行
う
検
査

全
　
血
　
製
　
剤

赤
血
球
と
血
し
ょ
う
を
同
時
に

れ
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
患
者
さ

ま
ん
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
血
液
の

り
全
成
分
を
持
つ
も
の
で
す
。

大切な血液は、こんなにたくさんの使い方があ

赤
血
球
製
剤

赤
血
球
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
場
合
、
貧
血
症
の
場
合
に
有
効

で
す
。血

小
板
製
剤

出
血
が
あ
る
場
合
の
病
気
に
使

用
さ
れ
ま
す

血
液
成
分
製
剤

凝
固
因
子
の
減
少
に
必
要
な
血

し
ょ
う
製
剤
の
こ
と
で
す
。

血
し
よ
う
分
画
製
剤

血
し
ょ
う
か
ら
特
定
の
タ
ン
バ

ク
質
を
分
離
精
製
し
た
も
の
で
す
。

血
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大
切
な
血
液
を
有
効
に

か
ら
だ
の
中
に
お
返
し
す
る
方
法
で

す
。こ

れ
か
ら
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
、
血
液
の
需
要
は
ど
ん
ど
ん
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
四
〇
〇
劇
と

成
分
献
血
な
ど
新
し
い
採
血
方
法
も

で
き
、
大
い
に
若
い
世
代
の
方
々
の

協
力
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
採
血
さ
れ
た
血
液
が
一

定
の
検
査
を
終
っ
た
の
ち
に
、
す
ぐ

に
そ
の
ま
ま
患
者
さ
ん
な
ど
の
血
液

を
必
要
と
す
る
人
に
使
わ
れ
る
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
血
液
は

そ
れ
ぞ
れ
使
．
い
方
に
よ
っ
て
、
分
け

ら
れ
る
の
で
す
。

そ
の
種
類
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

○
全
血
製
剤

○
血
小
板
製
剤

○
血
し
ょ
う
分
画
製
剤

血
液
は
ど
ん
な
働
き

し
て
ま
す
か
。

外
国
か
ら
九
〇
％
も
輸
入

さ
れ
る
血
し
ょ
う
分
画
製
剤

濃
誤

と
こ
ろ
が
、
と
く
に
こ
の
血
し
ょ

う
分
画
製
剤
は
製
品
に
な
る
ま
で
に

約
六
か
月
の
日
数
が
必
要
と
な
り
ま

す
。し

か
も
、
そ
の
九
〇
％
近
く
が
外

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
外
国
の
方
の
真
心
の
献

血
に
よ
っ
て
、
日
本
の
多
く
の
方
が

肋
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
の
血
液
の
自
給
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
の
が
現
実
で
す
。

引
　
　
現
在
の
献
血
は
三
つ
採
血
方
法
が

あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
m

g
献
血
と
四
〇
〇
舶
献
血

そ
れ
に
成
分
献
血
が
あ
り
ま
す
。

血
液
は
体
重
の
七
％
～
八
％
を
占

め
て
お
り
、
例
え
ば
、
五
〇
キ
ロ
の

体
重
の
人
の
場
合
は
約
四
〇
〇
〇
劇

の
血
液
量
に
な
り
ま
す
。
そ
の
内
の
一

〇
％
の
四
〇
〇
m
g
の
採
血
は
医
学
的

に
み
て
も
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
分
献
血
と
は
、
血
液
の
中
か
ら

自
動
的
に
血
し
ょ
う
や
血
小
板
の
み

取
り
出
し
て
、
残
り
の
成
分
は
ま
た

さ
て
、
血
液
は
ど
ん
な
働
き
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

血
液
は
酸
素
や
ホ
ル
モ
ン
な
ど
を

大
切
な
要
素
を
運
ぶ
役
割
が
あ
り
ま

す
。
血
液
に
は
血
し
ょ
う
部
分
と
血

球
部
分
　
（
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小

板
が
あ
り
ま
す
。

血
し
ょ
う
部
分
は
栄
養
部
分
を
運

ん
だ
り
、
老
廃
物
を
排
出
し
た
り

血
圧
を
保
っ
た
り
し
ま
す
。

血
球
部
分
（
赤
血
球
、
白
血
球
、

血
小
板
）
　
は
酸
素
を
運
ん
だ
り
、
二

真心の献血ありがとうございます。江尾郵便局前

酸
化
炭
素
を
肺
か
ら
出
す
働
き
を
し

ま
す
。
（
赤
血
球
）

病
原
菌
と
戦
い
、
身
体
を
防
ぐ
働

さ
を
し
ま
す
。

（
白
血
球
）

け
が
を
し
た
と
き
に
血
を
止
め
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
　
（
血
小
板
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



（4）

生
　
課

難
が
課
の
モ
ッ
ト
ー

私
た
ち
の
課
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
多
い
課
で
す
の
で

職
員
の
和
を
も
っ
て
来
庁
者
皆
様
に
、

ま
す
。

明
る
く
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

役場職員紹介します

中

民
生
課
長

藤
原
昭
仁

厚

藤

民
生
課
長
補
佐
　
井
上
倶
子

町
民
係
兼
係
長
井
上
倶
子

福
祉
係
係
　
長
西
田
　
哲

国
保
係
主
　
査
　
千
藤
花
美

衛
生
係
兼
係
長
西
田
　
哲

衛
生
施
設
組
合
係
長
　
太
田

家
庭
奉
任
員
南
波
千
明
・
後

主
　
任
　
加
藤
　
泉

主
　
任
　
山
川
浩
市
　
主
　
任
中
川
秀
樹

兼
主
任
中
川
秀
樹

保
健
婦
藤
森
史
子
・
石
原
由
美
子
主
　
任
池
田
健
一

厚
・
主
任
技
術
員
古
川
武
己
　
技
術
員
　
前
田
修
一

栄
子
・
加
藤
早
苗
・
筒
井
由
子

衛生施設組合職員

役場職員紹介します
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役場職員紹介します

子供

稀
が
倖
青
嵐
の
モ
ッ
ト
ー

下

自
然
の
な
か
で
伸
び
伸
び

生
き
生
き
　
た
の
し
い
保
育
園

園
　
　
長

主
任
保
母

保
　
　
母

調
理
師

嘱
　
　
託

藤
原
　
敏
江

篠
田
　
寛
子

川
端
る
り
子

日
野
尾
文
衣

谷
口
　
歌
子

細
田
ひ
づ
る

仲
嶋
　
明
子
　
　
川
上

役場職員紹介します

下
村
　
佳
子

奥
田
由
美
子

佐
々
木
直
美
　
　
森
田
一
姫

森

江　尾　診　療　所

嘱
託
医
師

仲
　
田

月白
い

嘱
託
看
護
婦

亀
　
山
　
笑
　
子

嘱
　
託

加
　
藤
　
和
　
恵
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建

設
　
課

建
　
設
　
課
　
長
　
板
井
　
　
久

役場職員紹介します

稀
か
課
の
モ
ッ
ト
ー

町
づ
く
り
の
た
め
関
係
者
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
て
、

地
域
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

建
設
課
長
補
佐
　
手
島

建
設
係
兼
係
長
　
手
島

管
理
係
兼
係
長
　
板
井

水
道
係
係
　
長
　
阿
部

慎
一

憤
一久

朝
親

主
任
　
下
垣
　
吉
正
　
　
主
任
　
小
林
　
健
治

主
事
　
塚
原
　
計

主
任
　
日
野
尾
泰
司

守

税
　
務

難
が
謀
の
モ
ッ
ト
ー

誠
実
・
親
切
・
和
と
愛

税
　
務
　
課
　
長

税
務
課
長
補
佐

税
務
係
係
　
長

主
　
任

評
価
係
兼
係
長

主
　
任

矢　篠　矢　白　篠　大
下　田　下　石　田　塚

憤　勇　憤　和　勇　和
二　夫　二　恵　夫　子

役場職員紹介します一一
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同
和
対
策
室

｝難
が
豪
の
モ
ッ
ト
ー

常
に
和
顔
愛
語
の

心
情
を
忘
れ
ず
に

室
　
長

高
山
伊
磋
雄

同
和
対
策
係

兼
係
長
　
高
山
伊
瑳
雄

兼
総
務
課
・
議
会
事
務
局

井
上
あ
け
み

嘱
託
生
活
相
談
員

後
　
　
房
雄

児
童
館
職
員
（
別
頁
）

役

役場職員紹介します

出納室

出
　
納
　
係

主
　
査
　
関
内
志
津
子

主
　
事
　
梅
林
　
明
宏

議会事務局

議

会
事
務
局
長
　
清
水
　
孝
司

兼
総
務
課
・
同
和
対
策
室

井
上
あ
け
み

兼
耗
務
課
遠
藤
　
　
功
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総

課

稀
が
聾
の
モ
ッ
ト
ー

誠
実
な
応
対

明

総
　
務
　
課
　
長
　
森
　
　
正
幸

総
務
課
長
補
佐
　
遠
藤
　
　
功

行
政
係
兼
係
長
　
遠
藤
　
　
功

主
　
任
藤
原
　
　
明
　
主
　
任
川
上
　
良
文

役場職員紹介します

役場職員紹介します

主
　
事
生
田
　
志
保
　
嘱
　
託
加
藤
美
和
子

管
財
係
兼
係
長
　
岡
田
　
雄
成
　
　
主
　
事
西
岡
　
浩
治

嘱
託
登
記
田
中
　
金
明

庶
務
係
係
　
長
　
徳
岡
ま
ゆ
み
　
　
兼
主
任
藤
原
　
　
明
　
兼
主
事
西
岡
　
浩
治

広
報
係
係
　
長
　
井
上
あ
け
み
　
　
主
　
任
本
高
　
書
久

財
政
係
兼
係
長
　
岡
田
　
雄
成
　
　
主
　
任
松
原
　
俊
二
　
兼
主
事
西
岡
　
浩
治

車
両
管
理
係
主
任
　
藤
原
　
　
明
　
　
主
　
任
川
上
　
良
文
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役場職員紹介します

我
が
課
の
モ
ッ
ト
ー

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
第
一
に
先
手
必
勝
′

農
林
課
長
　
河
上
　
英
明
　
　
課
長
補
佐
　
松
原

農
林
係
兼
係
長
　
川
端
　
孝
志

課
長
補
佐
　
川
端

主
任
　
瀬
島

主
事
　
長
尾

嘱
託
登
記
岡
田
　
良
一
宮
本
　
幸
人

振
興
係
係
長
　
徳
岡
　
利
樹
　
雇
竹
茂
　
良
平

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
兼
所
長
・
高
齢
者
創
作
館
兼
管
理
人

河
上
　
英
明

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
兼
所
長
　
河
上
　
英
明

英　明　孝　良
俊　正　志　枝

農業委員会

事務局

事務局（局長心得）

大　岩　勝　実

役場職員紹介します
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役場職員紹介します

企
画
開
発
課

我
が
聾
の
モ
ッ
ト
ー

私
た
ち
の
課
は
、
町
民
の
方
々
に
は
、
直
接
的

に
は
な
じ
み
の
薄
い
課
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
職
員
一
同
「
何
で
も
屋
」
の
精
神
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
が
も
し
地
域

活
性
化
の
た
め
、
何
か
行
動
し
た
い
、
し
て
み
た

い
と
思
わ
れ
た
ら
我
が
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

l

企
画
開
発
課課

　
長
　
竹
内
　
敏
朗

企
　
画
　
係

係
　
長
　
山
本
　
節
美

主
　
任
　
原
　
　
義
博

開
　
発
　
係

係
　
長
　
大
田
　
敏
朗

雇
　
末
次
　
義
晃

巧

稀
が
課
の
モ
ッ
ト
ー

今
ま
で
、
甘
酒
茶
屋
に
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
役
場
内
の

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
よ
り
一
層
の
、
商
工
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役場職員紹介します

商
工
観
光
課

兼　兼　課
主　主
任　任　長

桑瀬小
原島澤

明等
巧正正

↓
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役場職員紹介します

難
が
課
の
モ
ッ
ト
ー

健
康
で
明
る
い
職
場
づ
ぐ
り
を
行
な
い
、
住
民
か
ら
の
要

望
に
対
し
、
早
急
に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

役場職員紹介します

構
造
改
善
課
長

岩
田
　
幸
房

構
造
改
善
課
参
事
　
　
千
藤
　
　
正

構
眉
改
善
課
長
補
佐
　
宮
本
　
正
啓

構
造
改
善
係
兼
係
長
千
藤
　
　
正
　
主
　
任
森
田
　
哲
也

主
　
任
　
梅
林
　
茂
樹
　
兼
建
設
課
小
林
　
健
治

兼
建
設
課
　
阿
部
　
朝
親
　
嘱
　
託
　
森
田
　
康
博

土
地
改
良
係
兼
係
長
宮
本
　
正
啓
　
主
　
任
　
中
田
　
　
実
　
雇
　
谷
口
　
博
志

Soumu
四角形
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3日覇

教育委員会・事務局職員紹介します

教育委員会事務局（公民館・図書館）

稀
が
事
零
局
の
モ
ッ
ト
ー

誠
　
心
　
誠
　
意

次
　
長
　
末
次
　
雅
雄

庶
　
務
　
係
係
長
　
中
川
久
美
子
　
兼
主
任
　
竹
内
　
幸
夫

学
　
事
　
係
兼
　
中
川
久
美
子

社
会
教
育
係
主
任
　
竹
内
　
幸
夫
　
主
任
　
影
山
　
久
志
　
兼
主
任
川
上
　
豊
主
事
加
藤
邦
樹

社
会
教
育
指
導
員
　
仲
嶋
　
兵
道

運
動
公
園
社
会
教
育
係
長
兄
山
　
　
収

嘱
託
管
理
主
任
　
野
田
　
克
人

臨
時
職
員
　
　
松
井
　
英
樹

公
　
民
　
館
　
長
　
遠
藤
　
克
美

主
任

川
上
　
　
豊
　
兼
主
任

影
山
　
久
志
　
嘱
託
　
清
水
礼
子
・
青
砥
美
智
子

館育

一
教育委員会・事務局職員紹介します

教
牒
長

遠
藤
　
克
美

Soumu
四角形
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3日琶

給
食
セ
ン
タ
ー

教育委員会・事務局職員紹介します

利

争

所
　
長
　
　
末
次
　
雅
雄

栄
養
士
　
　
浅
田
恵
美
子

兼
公
民
館
　
　
川
上
　
　
豊

嘱
託
調
理
員
　
吉
川
　
照
子
・
井
上
　
敦
子

清
水
　
友
子
・
藤
田
　
初
枝

教育委員会・事務局職員紹介します

太

Soumu
四角形
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甘酒茶屋・社会福祉協議会職員紹介します

国民宿舎甘酒茶屋

未

支
配
人

副
支
配
人

調
理
師
長

調
理
主
任

業
務
主
任

応
接
主
任

車
両
主
任

職
　
　
員

助

加

加
藤
　
　
嵩

生
田
　
憲
実

末
次
　
信
昭

河
合
　
博
男

川
島
　
太
助

川
上
芙
美
子

加

藤

一

夫

藤
原
　
　
巧

森
田
真
寿
美

川
上
美
穂
子

山
本
由
香
里

伊
達
　
吉
章

小
椋
真
由
美

河
上
　
倫
子

末
次
　
充
子

甘酒茶屋からのぞむ大山

社
会
福
祉
協
議
会
・
事
務
局

き竜．．」
橋

事
務
局
長

仲
嶋
　
勝
利

専

門

員
橋
谷
　
久
美

甘酒茶屋・社会福祉協議会職員紹介します－

Soumu
四角形
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1　お
－　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　－

執

み
ん
な
で
考
え
よ
う

竜計

町
の
モ
ッ
ト
ー

◎
応
募
方
法

応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
憲
章
の

五
項
目
と
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢

を
記
入
の
上
、
次
の
所
に
お
送
り
下
さ
い
。

（
な
お
、
お
二
人
一
案
と
し
ま
す
。
）

◎
送
り
先

江
府
町
大
字
江
尾
四
七
五
番
地

江
府
町
役
場
企
画
開
発
課
内

江
府
町
民
憲
章
事
務
局

◎
応
募
の
し
め
切
り

平
成
四
年
七
月
三
十
日
（
木
）

※
審
査
委
員
会
で
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
入
選
作
品
（
五
点
）

を
決
め
、
町
発
足
四
十
周
年
記
念
式
典
で
表
彰
し
、
記
念

品
を
送
り
ま
す
。
な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す
。

国民年金

年金受給権者が死亡した

ときは速やかに届出しましょ曳

に
支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金

が
残
っ
て
い
る
と
き
は
、
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
万
に
そ
の
分

の
年
金
（
未
支
給
年
金
と
い
い
ま
す
。
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

遺
族
の
方
は
す
み
や
か
に
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

不
明
を
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
江

府
町
役
場
民
生
課
福
祉
係
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金
を

受
け
て
い
る
方
が
死
亡
す
る
と
な
く

在
り
ま
す
。

遺
族
の
万
を
ど
が
、
「
死
亡
届
」

を
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た

は
市
町
村
役
場
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
屈
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
を

多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、
後
で
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
は
死
亡
し
た
目
の
分

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡
し
た
方

自
叙
伝
図
書
の

貸
出
し
ス
タ
ー
ト

N
T
T
根
雨
支
店

六
月
か
ら
、
N
T
T
根
雨
支
店
で

は
、
全
国
で
自
費
出
版
さ
れ
た
、
珍

ら
し
い
自
分
史
や
、
著
名
人
の
自
叙

伝
を
貸
出
し
ま
す
。

女
優
の
岩
下
志
麻
さ
ん
、
作
家
の

水
上
勉
さ
ん
な
ど
の
自
叙
伝
も
あ
り

ま
す
。

貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
貸
出
期
間
一
週
間

○
貸
出
冊
数
　
二
冊
ま
で

○
利
用
時
間
　
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

Soumu
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画廊

中
国
四
国
管
区
行
政
監
察
局
長
表
彰
に
輝
く

安
江
久
夫
さ
ん
（
行
政
相
談
委
員
）

行
政
の
苦
情
相
談
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
行
政
相
談
委
員
の
安
江
久
夫

さ
ん
が
こ
の
た
び
、
中
国
四
国
管
区

行
政
監
察
局
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
以

来
、
十
一
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
ご

尺
、
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

表
彰
式
は
五
月
十
二
日
に
鳥
取
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

行政相談委員とは？
皆さんガ身近な場所

で相談できるようにするた

め、各町村の民間の有識者の方

の中から総務庁長官ガ委嘱した人で

す。行政相談委員は、皆さんガ役所のこ

とで、困っている場合、苦情について、

公平・中：正な立場で、問題を処理し、

行政に対する皆さんのご意見を

聞き、行政改善に役立てる
ものです。

一一享∴草香車

㊥帽窃閥菅あ♂
よい歯の表彰

大切にしてね。きれいな歯

五
月
七
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
三
歳
児
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
健
婦
さ
ん
か
ら
お
母
さ
ん
に
、

「
何
歳
か
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
か
」

「
お
し
ゃ
べ
り
は
…
」
と
問
診
が
あ

り
、
子
供
達
に
は
「
こ
の
色
わ
か
る
」

と
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

を
お
、
こ
の
検
診
で
は
、
歯
科
検

診
も
あ
り
、
虫
歯
が
一
本
も
を
い
三

歳
児
八
人
に
遠
藤
康
三
歯
科
医
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
上
の
写
真
）

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
糖
分
を
た

く
さ
ん
取
る
の
で
、
す
で
に
虫
歯
が

あ
る
三
歳
児
が
い
る
よ
う
で
、
毎
日

の
歯
み
が
き
と
正
し
い
み
が
き
方
に

つ
い
て
も
歯
科
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

表

　

彰

　

者

洲
河
崎
　
影
山
　
真
理

本
　
五
　
川
上
　
兵
奈

武
　
庫
　
土
井
垣
奈
津
実

柿
　
原
　
清
水
　
洋
志

和
　
雅

豊
史
　
朗

成

　

一

本
　
三
　
小
谷
紗
也
加
　
　
幸
之
介

新
一
　
山
本
　
昇
平
　
　
雄
　
三

本
　
五
　
川
端
　
将
也
　
一
美

池
の
内
　
小
田
　
将
大
　
　
明
　
彦

上
の
段
広
場
に
時
計
を
寄
贈

商
工
会
（
惑
々
会
）
　
か
ら

こ
の
時
計
は
、
上
の
段
広
場
の
ふ

る
さ
と
の
鐘
の
隣
接
し
て
あ
る
倉
庫

に
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

商
工
会
の
都
霊
釦
（
代
表
小
林
栄

さ
ん
）
か
ら
町
に
時
計
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
に
発
足

■

し
た
こ
の
会
は
、
会
員
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
講
演
会

を
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。
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新
名
所
誕
生
／
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
完
成

・
奥
大
山
に
チ
ロ
ル
の
鐘

鳴
り
響
く

奥
大
山
の
里
、
甘
酒
茶
屋
に
ハ
ー

モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
　
（
ス
イ
ン
グ
ベ
ル

と
音
楽
の
泉
）
が
完
成
し
、
六
月
十

九
日
に
打
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
は
ジ
ゲ
お
こ

し
交
付
金
事
業
に
よ
っ
て
建
設
。

総
工
費
、
四
一
、
九
八
二
、
八
〇
〇
円
。

（
内
、
二
千
万
円
は
県
交
付
金
）

カ
リ
オ
ン
タ
ワ
ー
に
十
四
個
の
ベ

ル
を
取
り
付
け
、
四
季
折
々
に
　
〃
春

の
小
川
″
〝
ア
ル
プ
ス
一
万
尺
″
〝
の
ば

ら
″
〝
雪
山
賛
歌
″
を
ど
の
音
楽
が
高

原
に
鳴
り
響
き
ま
す
。

そ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
泉
に
あ

る
三
基
の
噴
水
の
水
が
変
化
し
、
夜

（
午
後
八
時
ま
で
）
に
な
る
と
水
中
か

ら
ラ
イ
ト
が
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
光

景
は
き
っ
と
訪
れ
た
人
た
ち
の
心
を

を
ご
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

緑
は
え
る
草
原
に
一
服
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
漂
わ
せ
る
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

ス
テ
ー
ジ
に
一
度
、
来
て
見
て
は
い

川
　
か
が
で
す
か
。

音楽に合せて、町の花あやめを形どった噴水が上がり、
夜には三色のライトをあびて、あざやかに輝く。

目白防炎色目⑯砂守り合駒　針
始まります・貢の交通安全県民運動邦～24

SAFETY MlND

己わやか鳥取　0 0

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
七
月

十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
日

間
実
施
さ
れ
ま
す
。

夏
休
み
の
始
ま
る
七
月
、
児
童
、

生
徒
の
交
通
事
故
の
防
止
と
お
年
寄

り
の
事
故
防
止
を
主
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
県
民
運
動
で
す
。

な
お
、
七
月
十
五
日
は
、
　
「
交
通

安
全
県
民
の
日
」
で
す
。
今
一
度
、

交
通
安
全
に
身
の
回
り
か
ら
点
検
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
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人の動き

4月届け

八
積

白
川

岡
田

遠
藤

江
尾

溝
口
町
か
ら

江
尾

境
港
市
か
ら

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

四
月
分

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

』
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
　
五
　
　
澤
田
玉
次
郎

大
蔵

佐
　
川
　
　
住
田
よ
ね
子

貝
　
田
　
齢
離

日
の
詰
　
遠
藤
■

本
　
三
　
　
中
川

佐
　
川
　
戯
束

佑
顛正

樹
　
長
女
　
　
貝
　
田

和
幸

武
雄

森
田
　
静
雄

培
孝

宅81宅87宅83
歳　　歳　　歳

省
治
　
二
男

ば秀
樹
　
長
女

研
鄭正

教
　
長
男

∇
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

人の動き

寿
5月届け

澤
田

王
∫
■
下

里
夕

長
尾

車古
川

乗生
田

校
長

安
江

竹
茂

㍉
一

∵
）

ま
帰
摘
）

直掴）
悪用）

江
尾

安
来
市
か
ら

日
野
町
か
ら

貝
田

宮
市

山
口
県
防
府
市
か
ら

久
遠

東
京
都
小
平
市
か
ら

大
阪
市

俣
野
か
ら

新
入
社
員
も
入
社
し
て
、
早
三
か

月
が
過
ぎ
、
だ
い
ぶ
仕
事
に
も
慣
れ

て
き
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

そ
ろ
そ
ろ
、
諸
先
輩
の
愛
の
む
ち

が
と
ん
で
く
る
こ
ろ
で
は
と
想
像
し

ま
す
。

あ
る
雑
誌
に
次
の
よ
う
な
標
語
が

る
た
め
に
は
、
上
司
か
ら
の
叱
咤
（
大

声
で
し
か
る
こ
と
）
は
必
要
不
可
欠

と
思
う
が
、
い
か
が
を
も
の
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
新
入
社
員
も
自
分
の
考
え

を
も
っ
て
、
大
い
に
自
己
主
張
し
、

へ
ん
を
妥
協
は
や
め
て
、
意
見
を
述

相
田
　
　
修

長
尾
美
佐
子

加
藤

査
尾

澤
田

上
田

第255号

佐
々
木
一
成

影
山
　
志
保

福
岡
県
三
池
郡
か
ら

小
江
尾

御
机

日
南
町
か
ら

江
尾

日
野
町
か
ら

下
安
井
か
ら

洲
河
崎

五

月

分

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

御
　
机
　
　
川
上
　
柊
推英

二
　
長
男

宮
　
市
　
　
原
田
　
美
紀浩

司
　
長
女

久
　
遠
　
　
谷
口
　
絢
臨時

和
　
二
女

小
江
尾
　
　
清
水
亜
利
沙憲

一
　
長
女

＼酌ニ

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

御
　
机
　
　
岡
　
と
も
よ

康
幸

佐
　
川
　
　
前
田
喜
太
郎

秀
士

官
　
市
　
　
末
次
　
和
美

哲
也

宮
市
原
　
　
大
澤
コ
ウ
メ

公
人

半
ノ
上
　
　
瀬
島
　
　
緑

明
正

宅79宅82宅38宅90宅70
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載
っ
て
い

ま
し
た
。

『
叱
ら

れ
た
ら
、

し
め
た
！

は
め
ら
れ

た
ら
、
し

ま

っ

た

！

と
思
え
』

最
近
の

若
者
は
叱

ら
れ
た
こ

と
が
を
い

と
言
わ
れ

ま
す
。
親

か
ら
も
、

学
校
の
先

生
か
ら
も
、

そ
し
て
近

砂塵尾蓮

ふたこと
ベ
る
こ
と
は

さ
ら
に
必
要

な
こ
と
と
田
ひ

い
ま
す
。

一
人
前
の

社
員
に
在
る

た
め
に
も
、

叱
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た

ら
あ
っ
た
で
、

い
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。

み
ん
な
自
分

の
た
め
だ
か

、b。

（善）

所
の
お
じ
さ
ん
か
ら
も
。

知
識
を
十
分
に
持
ち
合
わ
せ
た
若

者
た
ち
に
と
っ
て
、
知
識
の
み
で
は

理
解
し
が
た
い
社
会
は
、
な
ん
て
面

倒
な
所
だ
と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

上
司
か
ら
の
納
得
の
い
く
説
明
も

必
要
だ
が
、
身
体
で
仕
事
を
お
ぼ
え

坤

Soumu
四角形

Soumu
四角形


